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茨城県図画工作・美術教育研究部研究調査委員会 実践研究報告（平成２５年８月）  №２ 

研究テーマ 

[Ⅰ 造形教育で培う力を考える] 

豊かな色彩表現の能力を育てるための制作過程の工夫 

～中学１年生 「自然の表情 －一版多色木版－」の実践を通して～ 

笠間市立友部中学校 教諭 富岡 典子 

１ 研究テーマについて 

「描くのは好き，でも絵の具で塗るのはうまくいかなくて絵を苦手に感じる。」「描くこと

は楽しいけど，絵の具で塗るときになると気分が乗らない。」１年生の多くが，小題材「空き

缶スケッチ」の彩色前につぶやく言葉である。これは絵画制作の過程において，鉛筆などに

よる描く作業までは順調に進めても，絵の具を使った彩色中の小さな失敗が原因で意欲を失

くしたり，集中力を欠いたりするなど，絵の具を使うことに対する不安や不満を抱えている

ことの表れである。美術に対する意識調査の中でも嫌いの理由の上位に挙げられている。 

そこで，３年間の美術を通してより多くの生徒が彩色活動を楽しいと感じるとともに，完

成時の満足度につながりやすい活動，題材の設定はできないかと考えた。 

   今回の改訂の要点の中から（２）内容の改善に着目すると，ア表現領域の改善，特に「Ａ

表現」の中の「(1)感じ取ったことや考えたことなどを基に，絵や彫刻などに表現する活動を

通して，発想や構想に関する次の事項に関する次の事項を指導する。」と｢(3)発想や構想をし

たことなどを基に表現する活動を通して，技能に関する次の事項を指導する。｣を中心として

発想や構想の能力と創造的な技能の視点から考えることにした。また，新たに設けられた〔共

通事項〕についても，題材を設定する上で適切に位置づけていく必要がある。 

   各領域の指導について，〔共通事項〕を位置付けた例が示されている。『「Ａ表現」(1)では，

主題を生み出す場面で，形や色彩の性質や，それらがもたらす感情に着目させて対象を多様

な視点でとらえたり全体のイメージをとらえたりするなど，どのような感じを表現したいの

か主題を深く考えさせる。また，構想の場面で，自分が表現したいことを具体的にアイデア

スケッチなどで表すときに，形や色彩，材料，光などの造形的な要素を意識させて「奥行き

が感じられる形」，「落ち着いた感じの配色」などを考えさせたり，主題に照らして全体のイ

メージをとらえさせながら構想を練らせたりすることなど』が挙げられている。『「Ａ表現」(3)

では，創造的な技能を働かせる場面で，形や色彩，材料などがもたらす感情など〔共通事項〕

を意識させて，技能を働かせることなどが考えられる。単に作業的に「赤色で花びらを塗る」，

「木を削る」といった技能ではなく，「柔らかい感じが出るように赤い花びらを塗る」，「なめ

らかな感じが出るように木を削る」など，表したい感じを意識させることが大切である。ま

た，制作が進む中で，全体のイメージをとらえ，自分の表したい感じが表現されているかを

確認しながら制作を進め，常に自分の表現を振り返ることが重要である。』としている。 

   以上の具体的事例と本校の実態をふまえると，第 1 学年における基礎的・基本的な活動を

通して，色彩に対する意識や捉え方をきちんと押さえていく必要があると考えられる。そこ

で，題材を「一版多色木版」に設定し，制作過程を工夫することで，豊かな色彩表現の能力

の基盤を培っていきたい。 

 

２ 実践例 

（１）題材名 自然の表情 －一版多色木版－ 

（２）題材の目標 

・ 自然の表情から感じ取ったことや版表現の特徴や味わいをもとに発想を広げ，主題を

生み出そうとする。 

・ 版の特性を理解し刷りの効果を生かすとともに，表現意図に合う形や色彩を工夫して表

現することができる。（重色） 

・ さまざまな版表現のよさや工夫を味わうことができる。 
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  ① 題材観 

自分の思いや感動を作品に表したいという意欲をもって豊かな色彩表現をするためには，

モチーフに多様な色彩が存在すること，かつ誰もが身近に感じられるテーマであることが

重要となる。そこで「自然の変化」を取り上げ，季節はもちろん，一日の中でも刻々と変

化する自然界の色に着目させたいと考えた。これまでの生活体験の中で心に残る場面を想

起させるとともに，画像や映像など，具体的な資料を通して追体験することで，「色づくり」

にこだわった活動にしたい。そのためには，〔共通事項〕に記載されている内容をふまえ，

概念的，常識的な色の表現にとらわれることなく，自分の目と心で深く観察しそれぞれ固

有の彩りの特徴をとらえ，感じた色などを素直に表現することが大切になってくる。絵は

写真と異なり自分の表したい形や色彩で画面をつくっていくところに特質があるが，必ず

しも固有色にこだわらず自分の表したい色彩で表してよいことを指導することによって，

実際に様々な色を見たりつくったりして色に対する体験を豊かにし，表現への抵抗感を少

なくしていきたい。 

題材名を「自然の表情」とすることで，同じ場面，同じ色であっても感じ方の違いで見

えてくる表情は変わってくる。そんな感情を読み取った上でイメージに合った色づくりを

行うことに適した題材であると考える。 

１年生の授業においてポスターカラーを用いた制作活動では，自然物による平面構成を

題材設定することが多いが，今回の色彩表現のねらいが整理された多色表現ではなく，自

分の表現にあう色づくりのこだわりや重色の刷りによる色の広がりを体験することに重き

を置いた題材にした。 

また，今までに経験したことのない制作過程として，黒い画面に順序良く色彩表現がで

きるという新しい表現活動を体験させたい。一版多色版画という版画技法が，形（色面），

色，色面の粗密，構図など，作品を構成する様々な造形要素のありようを制作段階ごとに

細分化しながら表現することに適していることから，生徒がこの題材で主題を生み出し，

自主的に制作活動することで，豊かな色彩表現の能力を伸ばすことに適していると考え，

設定した。 

 

  ② 生徒の実態 

第 1 学年の生徒は，1 学期に学習した「折り紙による切り絵」，「空き缶スケッチの着彩」，

「ポスターカラーの混色による平ぬり」，「自作の色相環を用いての色についての学習」に

対して，意欲的に取り組む生徒が多く見られた。また，授業においては自分の表現におい

て積極的に混色し，彩色しようと努力する生徒も多い。 

しかし，学年が進むと，研究テーマでもふれたように色彩表現に対して制作意欲が低く

なる生徒が増加してくる。また，自主制作となる夏休みの課題のポスターにおいては，授

業ではできていた平ぬりが不十分な作品や，完成度が著しく低い作品も多い。 

 

 ③ 指導観 

今回の一版多色木版の制作では，原画そのものが完成に大きく影響することを指導した。

最後まで根気強く活動するためにも，妥協せずに自分が描きたい自然の様子を探し出す必

要がある。単なる見た目の美しさに左右されることなく生徒自身が感じ取ったことや考え

たことを制作にしていくためにも，自由に発想したり構想したりする時間を設けることで，

内発的に主題が見出せるようにしたい。 

そこで，構図と色づくりを意識させるために写真素材集を使って模写（再現）を行わせ

る。平面的ではなく，奥行きのある空間を意識した構図について学ぶ機会としたい。また，

色づくりでは，絵の具の混色と違い，色面の重ねによる重色について学ぶ機会とし，版木

から転写した際の微妙なかすれ具合を味わわせるために，色鉛筆を用いた重ね塗りを行う。

下地の色がかすかに透けたときの色の味わいを体感することで，本番に向けた重ね具合の

可能性について考えさせたい。 
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さらに，転写による重色の練習機会も設けたい。白い版紙ではなく黒い版紙に写したと

きの色味の出方だけでなく，水の量や置くポスターカラーの量についても体感的に理解で

きるようにしたい。 

 

（４） 題材の評価規準 

美術への関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力 

主題を生み出し，主

体的に取り組もうと

する。自分らしくより

よい表現を工夫しよ

うとする。 

自分が描きたい自

然の様子を探し出

し，自然の美しさが

見る人に伝わるよう

に，構図や配色を工

夫して表現する。 

資料や写真を参考

にして，色，形，構図

などを工夫し，作品に

表現している。 

技法の特質を生か

して表現する。 

作者の意図，創造

的な表現の工夫など

を感じ取り，理解す

るとともに見方を深

めることができる。 

 

（５） 指導と評価計画（１７時間扱い）                  ※○印は時数 

時間 学習内容・活動 評価規準・【評価方法】 

第 

１ 

次 

④ 

・過年度の生徒作品を鑑賞する。 

・一版多色版画の制作過程を理

解する。 

・自然の美しさに興味や関心を

もつ。自分が美しいと思う場

面のアイデアスケッチをいく

つか描き，その中から１つ選

び，図案を描きあげる。 

・ 作品から作者の気持ちや考えがどのように表現さ

れているかを読み取ろうとする。 

□関【観察・ワークシート】 

・ 自然の美しさに興味や関心をもち，自分が美しい

と感じる資料を参考にしてアイデアスケッチを描

いている。   □関・□想【観察・ワークシート】 

・ アイデアスケッチの中から，完成を見通して構図

や配色を考えて原画（図案）を描いている。 

□想【作品・学習カード】 

第 

２ 

次 

② 

・反転の必要性を考え，図案を

準備し，版木に転写する。 

・転写した図案の線を三角刀や

丸刀で線彫りする。 

・ 版木に用紙をしっかりと留め，図案を転写する。  

□技【版木】 

・ 安全に正しく彫刻刀を使い，図案の線通りになる

よう線彫りする。    □技【観察・版木】 

第 

３ 

次 

⑧ 

・ポスターカラーを適量の水で

溶き，版木に置いて刷る。 

・一度刷りではなく，必ず重色

を施す。（本時） 

・２つ以上作品を制作する。 

・ ポスターカラーを平ぬり程度の滑らかさに溶き，

ほどよい量を版木に置く。手際よく刷る。 

       □関・□技【観察・作品】 

・ より美しい作品となるように重色する。 

□関・□想【観察・作品】 

第 

４ 

次 

③ 

・作品を相互鑑賞し，互いの表

現のよさや個性などを認め，

尊重しあう。 

・作品を額装して，鑑賞する。 

・ 作品から自分のよさや個性を感じたり見つけたり

する。      □関・□鑑【学習カードの記述】 

・ 友達の作品を鑑賞し，作品の美しさや表現の工夫

などよさ見つけて，伝えようとする。 

□関・□鑑【ワークシート】 

 

５ 本時の展開 

◇目標 

    作品に自分の表したい感じが表現されているかを確認しながら刷りの制作を進め，イメ

ージ通りの色づくりにこだわり，重色の仕方を工夫することができる。 

◇準備・資料 

   ポスターカラー，版木（作品），混色カード，バレン，学習カード，写真素材，参考作品， 

教科書，資料集，クロッキーブック，筆記用具 
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◇展開                   

学習活動・内容 教師の支援・評価 ○発問 □評価 

１ 学習課題を確認する。（全体） 

  

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本時のまとめをする。（全体） 

・休み時間のうちに，準備を済ませる。 

 デザインセット バレン 筆洗 

 混色カード  

・振り返りしやすいように，参考資料

としてスケッチブックや写真を傍ら

に置く。 

○表したい美しさやよさを表現するた

めに，重色の仕方を工夫しましょう。 

 

・筆を使い分けて，手際よくポスター

カラーを置く。 

・細部を先に行い，手応えを感じなが

ら，こだわりたい部分を重色するよ

うに勧める。 

・空間の奥行きや広がりのある構図で

表現されている作品は，さらに立体

感が増すように明度を調整して重色

をするよう助言する。 

・草花や山肌など同系色の場合は，混

色カードを参考にして彩度を調整し

て重色をするように助言する。 

 

 

 

 

 

・色づくりが停滞している生徒には，

混色カードを活用し，色を考えたり，

選んだりするように指導する。 

・イメージ通りの重色ができずに停滞

している生徒には，共に作業をして

重色の仕方を指導する。 

・３分間のミニ鑑賞会として，制作途

中の作品を相互鑑賞し，よさや美し

さなどの価値の多様性に気付く。 

・参考写真や，色鉛筆で重色をしたス

ケッチと作品とを見比べて，色彩表

現の工夫について話し合える場を設

定する。 

 

・本時のまとめは，自分の言葉で学習

カードに記入させる。 

・次時の学習の内容を確認する。 

 

 

 

イメージ通りの色づくりにこだわって， 

重色の仕方を工夫しよう。 

□技イメージ通りの色づくりにこだ

わって，重色の仕方を工夫するこ

とができた。 

（作品・学習カード） 

重色の仕方を 

工夫しよう 

 

 

 

 

 

試  

 こ 

 

行  

 だ 

 

錯  

 わ 

 

誤  

 り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

表現したい色の 

イメージづくり 

 

水の量 

 

 

色づくり 

 

 

絵の具の量 

 

 

重ね順による 

効果の違い 

 

３分間のミニ鑑賞会 

振り返り アドバイス 

重色の効果・美しさを味わう 
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成果と課題 

（１） 実践の成果 

この題材の制作活動を通して，生徒自身が豊かな色彩表現を体験し，一人一人の価値を創

り上げ，同時に他者理解に努めることができたことは，作品や学習カードの記述からうかが

える。多色刷り版画の特性を生かし，何度でも色彩表現に挑戦することが意欲的な制作活動

につながり，作品完成の喜びや達成感，満足感を味わうことができた。 

   また，「自然の表情」という主題の捉え方においても一人一人の美に対する価値の多様性が

見られ，制作活動中から友達の作品に興味をもち，作品に対するこだわりや思いを話し合う

場面が見られた。水彩画作品では水の量の調整ができずに淡い色調で印象の弱い作品になり

がちな生徒も，この題材では平ぬりに適した濃度になるようたくさん色づくりをしたことで

手際よく作れるようになった。そのほかに，混色カードを活用したり重色を施したりして，

より豊かな色彩表現に取り組むことができた。作品の多くは全体的にしっかりと色が映え，

遠くから見ても存在感があり，線彫りの輪郭線と相まって画面構成上も色彩の面からもバラ

ンスが調っていた。 

   鑑賞後，完成した作品を「みんなに見てほしい作品」として廊下に掲示した。作品展は保

護者にも好評で，生徒はさらにつくる喜びを味わうことができた。また，作品を大切にする

指導の一環として，簡易な木製フレームを用意し，家庭で飾れるようにした。これは，新た

に作品を引き立てる額や背景色の効果についても意識することができた。 

 

（２） 今後の課題 

◇ 生徒が主体性をもって題材の主題をつかむために，初発のイメージをワークシートに自分

の言葉で書き込むことで発想を展開させたい。また，多様な発想を出し合うことができる

よう，発想や構想の時間を話し合い活動を取り入れていきたい。 

◇ 版画による絵画表現は，多くの時間を必要とすることが問題となるため，より短い時間で

題材が構成できるように，活動内容の精選と改善の必要がある。 

◇ ３年間で培う能力についての重点化と題材の配置を見通しながら，今後も年間指導計画の

構成を工夫していきたい。 
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